
科学的基礎知識を踏まえて日本発の文化や先端

技術を理解し、課題発見・解決能力を有したグ

ローバル人材を養成。【短期留学の必修化や飛

び入学の実績等を踏まえた国際先進科学プログ

ラムの実施】

千葉大学
国際教養学部(H28予定)

※H28に関しては、現在構想中であり、内容の変更が有り得る

地域の諸課題を国際的な視野で解決し、持続

発展に寄与できる能力を持つ人材を養成。

【県内の自治体・企業等と連携し、地域課題

探究・解決に取り組むアクティブラーニング

を展開】

福井大学
国際地域学部(H28予定)

ヘルス・フード・アグリとバイオを融合した生

物資源を活用した6次産業化及び産業創出人材を

養成。【徳島県の農場を活用し、県内の自治

体・企業等と連携した実践型フィールド実習の

実施】

徳島大学
生物資源産業学部(H28予定)

地域資源に新たな価値を創成し、成長産業の

振興と地域活性化を図るため、畜産・農業・

観光等の地域資源のマネジメント人材を養成。

【県内の自治体・企業等と連携し中山間地等

での課題解決型実習を実施】

宮崎大学
地域資源創成学部(H28予定)

医療と福祉を融合し、「地域包括ケア」を実

践できる高度な専門性を有したマネジメント

力を有したリーダーを養成。【県内の自治体

と連携し、医療・福祉地域現場での臨床実習

の実施】

大分大学
福祉健康科学部(H28予定)

地域の行政・産業の課題解決のため、協働を

通じて産業振興や地域活性化を担う人材を養

成。【県内の自治体・企業と連携して徹底し

た実習とステークホルダー参画型の学部運営

を実施】

高知大学
地域協働学部(H27)

社会制度、まちづくり、防災・減災などの重層

的・複合的な地域課題に対応できる人材を養成。

【県内の自治体・企業等と連携し、全学生が参

加する地域プロジェクト演習の実施】

宇都宮大学
地域デザイン科学部(H28予定)

新たな資源技術と将来の資源・エネルギー戦略

の発展・革新を担うグローバル人材を養成。

【海外の資源フィールドを活用したグローバル

実習の実施】

秋田大学
国際資源学部(H26)

産業・文化の振興といった地域ニーズを踏まえ、

アートを通じて地域社会に活力を与えられる人材を

養成。【自治体と連携したフィールド実習、佐賀県

有田窯業大学校の資源を活用した実践教育】

佐賀大学
芸術地域デザイン学部(H28予定)

国際社会及び科学技術に関する複眼的・総合

的な諸問題の調整・解決に貢献する人材を養

成。【長期留学の必修化、デザイン思考を備

え、自治体・企業と連携した課題解決型プロ

ジェクトの実施】

山口大学
国際総合科学部(H27)

フィールドワークを重視し、水・紙産業の振

興など地域社会の持続的発展を担う人材を養

成。【県内の自治体・企業と連携し、新たな

寄附講座の設置とコンソーシアムの構成】

愛媛大学
社会共創学部(H28予定)

果樹栽培やワイン産業など地域産業の特性を踏

まえ、持続的な食料生産と供給を担う幅広い視

野を有した人材を養成。【ワイン生産など地域

資源を活用した実践的な活動を実施】

山梨大学
生命環境学部(H24)

政治・経済、文化、社会活動分野等で存在感

をもって国際的に活躍できる人文社会科学系

グローバル人材を養成。【海外体験の必須化

や長崎県の特性を踏まえたオランダ特別コー

スの設置】

長崎大学
多文化社会学部(H26)

新時代のニーズにあわせて変わる国立大学

文理の枠組を超えて、グローバル化、
イノベーション、地方創生など
我が国が直面する重要課題に対応



平成25年度以降の国立大学の学科レベルにおける組織見直しの状況について

平成２６～２８年度に廃止・転換された学科数計：２２６

国立大学の

全学科数

廃止・転換された

学科数

平成２５年度 1,542 -

平成２６年度 1,492 26 26÷1,542＝ 1.7%

平成２７年度 1,451 42 （26＋42）÷1,542＝ 4.4%

平成２８年度 - 158 （26＋42＋158）÷1,542＝ 14.7%

平成２５年度に存在した学科のうち

見直しの構想が進められたもののシェア

（累積）

-



国立大学法人運営費交付金予算額の推移


